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し、Takaoka らは眼球表面の羊膜移植による再建で LYDEX を使用し、従来の縫合による方
法と比較して炎症反応に有意差はないと報告している。 
今回我々は、関節軟骨とコラーゲン膜の接着試験を行い、LYDEX がフィブリン糊に比べ
て 3.8倍の接着力があること、さらに関節軟骨に対して毒性が認められないことを示した。
一方、実際の関節軟骨は平坦ではなく丸い形状をしているため、LYDEX を均一に塗布する
ことが難しい。また今回の実験では接着面を乾いたタオルでふくことによって湿気を低減
できたが、実際に生体に貼るときには湿気の低減は困難と考えられる。これらの問題を解
決し、LYDEX の実用化が実現すれば、整形外科領域における、軟骨損傷等の治療法のさら
なる発展が期待できる。例えば、自家培養軟骨移植術では、コラーゲン膜や骨膜で移植片
を覆って固定しているが、LYDEX を用いれば、移植片を移植部位に直接貼付することが可
能になるのである。 
以上の結果から、本論文は新たに開発された生体接着剤の関節軟骨損傷治療への適用が
有効であることを示しており、このことは整形外科学に資すること大である。よって審査
委員会委員全員は、本論文が數佐洋美に博士（医学）の学位を授与するに十分な価値ある
ものと認めた。 
  
